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れなかった。加えて、翌 1903（明治 36）年 5 月にはロシア軍が「鴨緑江を越え
大韓帝国領内の龍嚴浦に軍事根拠地の建設を開始」した。（10）これにより日露間の







態であった」。（12）そこで外務大臣小村寿太郎は、断交の 36 日前の 1903（明治 36）

































明治天皇が 2 月 4 日の早朝、伊藤の眼前で『御製歌「よもの海」』を詠じたかの
如き印象を与える事を免れないのではなかろうか。
６．『御製歌「よもの海」』が詠まれた日








　まず、宣戦の詔書の日付が 1904（明治 37）年 2 月 10 日付である故、明治天皇が「安
全を祈念」した同年 1 月 20 日より 2 月 9 日までが『御製歌「よもの海」』の詠草
期間として推定されるであろう。この期間中、筆者は次の四日を詠草日候補とし
て注目する。即ち、1 月 30 日、2 月 1 日、3 日、4 日である。















　次が 2 月 3 日である。内閣総理大臣桂太郎と外務大臣小村寿太郎が午後 3 時か







天皇の驚愕や慨嘆は想像し難い。（26）『伊藤博文傳』によると、1 月 30 日の会議は
出席者全員伊藤の意見に同意し、更に 2 月 3 日、伊藤以下「山縣、松方、大山、
井上の五元老、並に桂、山本、曾祢、寺內、小村の五相は、再び首相官邸に會合
し……敢然干戈に訴ふるの外なしといふに一同の意見が合致した」とあるから、
明治天皇が得た 2 月 3 日の情報は先の 1 月 30 日の情報とほぼ同じ筈である。（27）






ると思われる。3 日の記述は寧ろ、翌 4 日の重要性の示唆であると理解すべきで
はなかろうか。
　2 月 4 日は最も注目される日付である。『明治天皇紀』によると、桂内閣首脳




を內廷に召して」「豫め其の意見を徴し」ている。（29）つまり、明治天皇は 2 月 4 日、
まず払暁に伊藤を呼び意見を聞き、更に午前 10 時 30 分に伊藤を呼び意見を聞い







































　更に 2 月 7 日に至っては、「是の日日曜に丁るも、天皇御座所に出でて政務を
視たまふこと平日の如し」と記録されている。（37）『明治天皇紀』は 2 月 8 日付で
日露艦艇同士の戦闘を既に記録している故、同日以降の記録を精査する必要は少
なかろう。
　以上 1904 年 1 月 30 日、2 月 1 日、3 日、4 日の記録より、筆者は先の松本健
一の説、即ち、『御製歌「よもの海」』は 1904 年 2 月 4 日に詠まれたとする説に、
基本的に同意する。しかし、筆者は以下の如く、より詳細にその状況を推定する。







　又、詳細は後述するが、筆者は昭和天皇の 1941（昭和 16）年 9 月 6 日の御前
会議に於ける行動が筆者の説の根拠を補完すると考える。即ち、もし明治天皇が
1904（明治 37）年 2 月 7 日の御前会議に於いて『御製歌「よもの海」』を詠草し


















































































































































四方の海 よものうみ よもの海 四方のうみ
歌集と解題 54 52 33 12
歌集のみ 54 49 33 12
和歌・漢詩 49 43 32 12
７．２．平安時代




上―花山朝の人」とされる。（47）村上天皇［926－967］の在位が 946 年から 967 年、
冷泉天皇［950－1011］、円融天皇［959－991］を経て、花山天皇［968－1008］

























は同和歌集の成立年を 1127 年から 1131 年とする説を採用している。（52）
よもの海に　たとふる国の　かたなれば　心もにしへ　なみよりにけり



























16 番『長秋草』から 51 番『続千載和歌集』までの 35 集が鎌倉時代の歌集であり、
全体の約 43.75% に相当する（表 1 参照）。又、首数では「よもの海」132 首中、
58 首が鎌倉時代に詠まれており、約 43.94% に相当する。
　構成語句の第一の特徴として「波」又は「浪」の頻出を挙げ得る。平安時代に
詠まれた「よもの海」は 21 首あり、内 6 首が表記の如何に拘らず「波」を含ん













（56）『国歌大観』の解題は、同和歌集の成立を 1259 年 8 月 15 日以降 1265 年 2 月


























































　室町時代に於いて「よもの海」は 20 歌集 34 首へ減少する。鎌倉時代と比較し、




































大観』の解題によると、当該歌集は 4 類の伝本があり、内 3 類に共通歌が全く無く、
又 4 類「所々に重複など不手際」がある。（71）尚、雅世は 1390 年生、1452 年没である。
いにしへも　かかるためしは　四方の海の　波風き
















































































歌の一部に含むものは 23 首、「よもの海」を発句とするものが 8 首所収されてい
る。（85）明治以前に詠じられた「よもの海」の総数を『国歌大観』、角川学芸出版、
2003、CD-ROM Ver.2 で検索し結果、132 件であったが、明治天皇の「よもの海」































































































あり、内 12 点が『御製歌「よもの海」』を所収している。（86）12 点の内、「お題」


























































年 10 月 30 日印刷、同年 11 月 3 日発行と記されている。明治天皇の崩御が同年




























りも漢詩が得意」と言うよう、「1896 年から 1917 年まで、古語古詩を 14 首、七





































の 27 点を検討すると、解説又は説明が付されたものが 5 点確認される。（105）以下
に解説・説明文を出版年順に比較検討する。






































　1933（昭和 8）年 5 月 25 日発行の東洋生命保険奉公部『明治天皇御製歌百首』は、
その扉裏の前書きと社長木村雄次の記によると、1928（昭和 3）年に契約者に贈
呈された大典記念契約の記念品を活字本に改めたものである。（111）しかし、同本
は 5 頁から 19 頁までが「明治天皇御製歌百首」部で、21 頁から 64 頁までが「明














































































































戦は実質的には 1894（明治 27）年 7 月で、宣戦布告が 8 月 1 日であるから、もし、
明治天皇が平和を希求したならば、同年中 1 月から 7 月までに平和を希望する意
の御製歌が詠まれてしかるべきである。
　そこで、1928 年文部省発行の宮内省編『明治天皇御集』及び 1940 年文岳堂出
版部発行の宮内省編『明治天皇御製集』を調査した。両書（以下、宮内省本）共
宮内省蔵版であり、お題と御製歌の紙面上の配置が異なるが、内容は同じ 1918
年 12 月 20 日に編成奏上されたもので、1867 首を所収している。後者は奥付に「宮
内省許可済」の記載がある故、後者の底本が前者である。


















立に拍車をかけた。1920 年の世界恐慌と建艦競争を経て、1921 年 11 月から翌







［ マ マ ］
九九四～一





















































































（ 1 ） 御製歌は和歌の概念に含まれ、各御集の解説、先行研究書等に於いては、定型の御
製歌を「御製」、非定型の御製歌を「お歌」等と呼び分けている。本稿に於いては天
皇が作成した和歌、歌、全てを「御製歌」と呼称する。
（ 2 ） 本稿 8 節参照。
（ 3 ） （　）は筆者註、谷知子『天皇たちの和歌』、角川学芸出版、2010、16 頁。
（ 4 ） 岡野弘彦「御製にあらわれた明治天皇」、『明治天皇とその時代（正論 12 月号臨時増
刊号）』、文藝春秋、2002、124－130 頁。
（ 5 ） 中西進『うたう天皇』、白水社、2011、27 頁。
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史資料センター、http://www.jacar.go.jp/nichiro/frame1.htm［アクセス日 : 20012
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1964 の「後記」の 5 頁。




1964 の「後記」の 6 頁。
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This paper examines the imperial composition Yomonoumi－how it was 
composed, and how the interpretation of it changed. Yomonoumi was originally 
composed in 1904 by the Meiji Emperor immediately before the Russo-Japanese 
War, and was quoted by the Showa Emperor just prior to the commencement of 
hostilities against the United States and the United Kingdom in 1941.
The seas of the world
Now I think
Embrace all brothers in one heart
So I wonder
Why the wind and waves rise in discord?
(“Four Seas Brothers” by H.I.M.Meiji)
In order to understand this poem, the term yomonoumi, other poems that 
include the term, and annotations of the poem are examined. The purpose of this 
paper is to clarify what imperial compositions are and how they are interpreted.
Yomonoumi is a word that reﬂects the worldviews of many Japanese poets, 
and it has been used since the Heian period. The term yomonoumi originally 
meant “the surrounding sea;” however, it came to imply “the world” in the Edo 
period, and retained this meaning in the Meiji period.
Emperors have often uttered their opinions through poems. Thus imperial 
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compositions have been media as well as literary works, especially before the 
modern age. However, the value of imperial compositions as media has declined 
because the Emperor agrees press interviews and publishes his statements 
through the Imperial Household Agency today.
Even prior to the modern era, a kind of selection must have been made by 
the poets themselves and or editors since the assumption of composing poems is 
publication. The selection became sever as the political inﬂuence of the Emperors 
increased in the modern era considering a social impact of the publication.
Annotations of the imperial composition Yomonoumi show tendency to justify 
Japan’s act as times go. Earlier ones tend to describe the international relations 
but later ones tend to curse Russia.
What we can know through imperial compositions of the Meiji Emperor is 
that he did not officially entertain misgivings about the Sino-Japanese War of 
1884-5, and was pleased with the victory to his great satisfaction. On the other 
hand, he was apprehensive about the Russo-Japanese War of 1904-5, but expressed 
his rejoice of the victory through imperial compositions with straightforward 
words. 
The Showa Emperor  expressed his  negat ive  opinion upon the 
commencement of hostilities in 1941 by quoting the imperial composition 
Yomonoumi. However, we can be fairly certain that he would publish poems of 
gratiﬁcation as the generalissimo if the war ended in victory.
Of course, the Emperor in person can be a paciﬁst irrespective of antebellum 
or postbellum. However, the Emperor as an institution, or in his ofﬁcial capacity, 
he behaves under the different principle from that of a private person. Under the 
Constitution of the Empire Japan, the Emperor was the generalissimo as well as 
the head of state. At the same time, he was the head of the imperial family as well 
as the husband and the father at his home. The imperial composition Yomonoumi 
『御製歌「よもの海」』をめぐる考察　183
was made as a result of struggle among these codes.
It seems reasonable to conclude that an imperial composition is made by 
the Emperor in his different positions. However, the Emperor never attaches 
annotations to his poems. Therefore, imperial compositions leave room for people 
to surmise what to read and what to imagine. A published imperial composition 
may imply the national intention that cannot be expressed clearly by the state.
